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用
語
解
説

※
過
大
規
模
校
と
は

　

文
部
科
学
省
手
引
き
に
よ
る
と
「
31
学
級

以
上
」
の
学
校
。
速
や
か
に
そ
の
解
消
を
図

る
よ
う
に
設
置
者
に
対
し
て
促
し
て
い
る
。

県
内
小
学
校
は
17
校
の
内
、
大
津
市
９
校

（
瀬
田
・
瀬
田
北
・
瀬
田
東
・
青
山
・
晴
嵐
・

平
野
・
唐
崎
・
堅
田
・
志
賀
）

県
内
中
学
校
は
７
校
の
内
、
大
津
市
３
校

（
瀬
田
・
瀬
田
北
・
打
出
）

県
外
県
内
調
査
報
告
（
抜
粋
）

▶

た
じ
ま
J
A

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
業
」
に
つ
い
て

　

人
と
自
然
が
共
生

す
る
自
然
農
法
を
確

立
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
た
び
の
調
査
を
通

じ
て
、
農
薬
の
安
全

性
の
再
評
価
が
行
わ

れ
る
な
か
、
更
な
る

農
薬
使
用
の
削
減
を

推
進
し
て
い
く
本
県

の
取
り
組
み
へ
の
参

考
に
し
て
い
く
。　

▶

農
研
機
構
西
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に
つ
い
て　

　

農
業
の
課
題
の
解
決
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、

近
年
、
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
」
の
研
究
技
術
開
発
を
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
び
の
調
査
を
通
じ
て
、
び
わ
湖
に
優
し
い
農

業
に
適
し
た
技
術
が
本
県
と
連
携
し
、
実
証
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
普
及
に
期
待
す
る
。

こ
の
他
、

▶

J
A
福
山
市
「
食
と
農
の
交
流
館
」

　
「
地
産
地
消
の
促
進
と
振
興
」
に
つ
い
て

▶

佐
賀
市
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
「
下
水
道
コ
ン
ポ
ス
ト
化
事
業
」
に
つ
い
て

　

調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
富
山
県
議
会
・
福
井
県
議
会　

地
域
公
共
交
通

の
維
持
活
性
化
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

　

両
県
共
に
地
域
活
性
化
に
は
、
公
共
交
通
の
維
持

活
性
化
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
の
基
で
、
乗
継
拠

点
の
統
合
整
備
や
I
T
運
行
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
環
境
整
備
に

は
積
極
的
に
公
費
を
投
入
し
、
結
果
、
利
用
率
の
向

上
が
図
ら
れ
、
経
営
の
安
定
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
の
調
査
を
通
じ
て
、
ダ
イ
ヤ
改
正
や
乗

継
拠
点
の
充
実
な
ど
の
利
用
者
に
と
り
使
い
や
す
い

「
地
域
交
通
」
の
役
割
を
日
々
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
改
め
て
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、

「
福
井
県
議
会 

国
民
体
育
大
会
・
全
国
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
に
つ
い
て

「
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
大
津
営
業
部 

地
域
公

共
交
通
事
業
者
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

11
月
定
例
会
議
一
般
質
問
（
抜
粋)

　
『
県
内
に
過※

大
規
模
校
は
何
校
あ
る
の
か
？
』

　

ま
た
、
過
大
規
模
化
に
よ
り
、
学
習
面
で
は
、
子

供
の
活
躍
す
る
機
会
の
減
少
や
児
童
生
徒
間
の
人
間

関
係
の
希
薄
化
お
よ
び
、
き
め
細
や
か
な
指
導
が
困

難
に
あ
る
こ
と
。

　

次
に
施
設
面
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人
当
た

り
の
校
舎
・
運
動
場
等
面
積
の
狭
隘
化
や
利
用
調
整

の
困
難
に
伴
う
教
育
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
。

　

そ
し
て
、
教
職
員
の
確
保
な
ど
必
要
と
さ
れ
る

指
導
力
の
確
保
や
学
校
運
営
全
般
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
、

学
校
教
育
の
根
幹
で
あ
る
児
童
生
徒
の
確
か
な
学

力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
心
身
を
育
む
こ
と
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ず
、
既
に
各
校
で
顕

在
化
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
教
育

的
配
慮
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
す
る
。

こ
れ
ら
の
教
育
的
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
？

　

 　
県
内
に
は
小
学
校
17
校
、
中
学
校
７
校
あ

る
。
大
津
市
・
草
津
市
・
守
山
市
に
多
い
状
況
。

滋
賀
が
目
指
す
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、
県
教
委
と

し
て
精
一
杯
に
努
め
、
関
係
す
る
市
の
教
委
と
相
互

に
協
力
し
、
教
頭
や
養
護
教
諭
の
複
数
配
置
や
学
校

運
営
全
般
に
お
い
て
指
導
・
助
言
に
努
め
、
過
大
規

模
校
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
取
り
組
む
。

コウノトリ育む農業の様子

 

教 

育 

分 

野

ト
ピ
ッ
ク

とやま駅の様子

QA

② 

公
共
交
通・国
ス
ポ・障
ス
ポ
大
会

　 

対
策
特
別
委
員
会

① 

環
境
・
農
水
常
任
委
員
会

学
校
の
過
大
規
模
化
が
も
た
ら
す

教
育
環
境
の
課
題
と
今
後
に
つ
い
て

通学歩道が完成しました。
７年前に児童からいただいた要望が実現
しました。

新しい「いちご」できました。
５年の歳月をかけて滋賀県初と
なる新品種育成。

▶

コウノトリ


